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にしすがも創造舍
Nishi-Sugamo Arts Factory

ミステリヤ・ブッフ

「笑う」という革命
マヤコフスキー『ミステリヤ・ブッフ』の上演に寄せて
楯岡求美（神戸大学 ロシア演劇）

　変わらない日々が永遠に続き、所詮ひとりの力は
非力だという21世紀の日本。20世紀初頭の無声映
画がしばしば描いた奴隷のような灰色の労働者で
ある。弱者を抑圧して君臨するファシズムが生々し
く台頭（しようと）している。言葉の無力についてヒ
リヒリとするイタミを味わう。地方の自主性を主張
するものが地域コミュニティの解体を叫び、平和を
唱えるものが「臨戦体制」を強化する。
　ロシア革命が起きたとき、マヤコフスキーが「街
頭はわれわれの絵筆 /広場はわれわれのパレット
だ」（『芸術の軍隊への指令』1918）といち早く革命
政権を支持したことはあまりに有名だ。革命1周年
のためにこの『ミステリヤ・ブッフ』第1版を書き、
内戦中は通信社の窓に情宣ポスターを毎日描いて
は張り出した。『ロスタの窓』は激烈である。敵に騙
されるな、殲滅せよ、味方にはパンを、靴を、そし
て武器を贈れ。彼は韻を小気味よく踏む言葉の礫
を機関銃の弾のように敵の上に降らせ、味方を暖か
な綿入れコートで包むように励ます。
　しかし、我々が生きる現代、革命で正義のために
石を投げ、血しぶきを飛ばして殺す時代は終わった。
　では、なぜ今マヤコフスキーなのか。正直、この
問いは難しい。まして幻の『ミステリヤ・ブッフ』で
ある。　
　マヤコフスキーは言葉で世界を創る創造主（クリ
エーター）であった。言葉を音と形に分解したザー
ウミ（超意味言語）が救世主のように好まれた未来
派の時代。そのなかでマヤコフスキーは、言葉では
なく、人々が後生大事に抱える世界観（イメージ）を
切り刻み、冒涜やタブーを恐れず笑い飛ばした。バ
フチンの「笑い」の理論を待つまでもなく、ロシアは
歴史的に笑う／笑わせることに長けている。

当たり前を疑うこと。狸のように化けて隠した尻尾
を出させること。都合の良いプロパガンダと違い、
空腹という痛みを手掛かりに、天も地獄もない虚無
を見据え、涙が枯れるほど空腹を笑った後に、干か
らびてしまった「未来の幸福への期待」を言葉で紡
ぎだし、更地から新しい世界を創りだすよう励ます
こと。大急ぎでこの世の創世物語（ミステリヤ）を
ギュッと鷲掴みして道化芝居（ブッフ）に放り込ん
だマヤコフスキーは、ボケやツボを外したツッコミ
（これもボケだね）を乱雑に詰め込む。彼の笑いは
哄笑となって世界を揺るがす。
　神はあらゆる細部にまで責任を持つ。だからマヤ
コフスキーは笑うことにも誠実である。腹を抱えて
一緒に笑うのは、揺れる大地にしがみつく道化役
者ではなく、それに気付いて横から眺める観客で
ある。揺れる舞台か、眺める側か……私はどこにい
るのだろう。

　言葉に出会え、投げつけろ。

　マヤコフスキーの言葉からはそんな「声」が聞こ
えてくる。でも、ひとりでは革命は起こせない。劇
団には観客が、詩人や研究者には読者が必要だ。
　みなさん、書を持って芝居を見に行こう。もしく
は芝居の後に書を求めて街頭へと繰り出すのだ。
そのあとなみなみと注がれたグラスと仲間があっ
たらなおいい。
　劇団地点がマヤコフスキーの声となり、100年の
時を経て言葉が私たちの耳に生々しく聞こえたの
ならば、彼が夢見た「約束の地」はいまだ到来して
いないのだし、世界を創造し直すバトンは渡された
のである。
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Chiten + kukangendai

Text: Vladimir Mayakovsky
Direction: Motoi Miura
Music: kukangendai

Mystery-Bouffe



革命断念劇ではない。
三浦 基

劇場の音楽
野口順哉（空間現代）

　『マヤコフスキー事件』（小笠原豊樹著）という本
をどうして手にしたのか覚えていない。読み始めた
ら最後、その興奮は今でも冷めていないから不思議
だ。簡単に言ってしまえば、この本は長らくの定説で
あったマヤコフスキーの自殺を、時の政府の粛正で
ある、つまり他殺だったと主張するのである。状況
証拠や隠されていた証言などを徹底的に解析する著
者の情熱は、読む者を嵐に巻き込む。そして、何かに
対する怒りと何かに対するあきらめのようなものを
一緒に味わい、何とも言いがたい哀しみが残る。
　マヤコフスキーの死は、「事件」だった。私は、自
殺にせよ他殺にせよ、彼の存在が「事件」だったと理
解した。彼は、ロシア・アバンギャルドを代表する芸
術家として台頭し、革命詩人とまで呼ばれる存在で
あった。しかし、ここで混同してはならないのは、彼
の存在は、革命ではない、事件だった。何とも言いが
たい哀しみの正体は、ここに潜んでいるのではない
か。戦争ではない、内紛だった。という言い方にどれ
だけ意味がないか。いや、むしろ重要な意味がある
のではないか。
　今、私たちがモスクワに行けば、巨大なマヤコフ
スキーの銅像を見上げることになる。もし時の政府
による殺人だったなら、今もその広場自体がないか、
名誉回復までの時間をいまだに過ごさなければなら
なかったかもしれない。つまり、マヤコフスキーの死
を自殺でおさめること、たかが事件でおさめること
で乗り切ったと想像することは、むしろリアルです
らある。マヤコフスキーの埋葬に、当時の民衆が道
に溢れんばかりに参列している写真を見れば、もし
これが後に粛清されることになる演出家メイエルホ
リドのように、最初から殺されたとわかっていたの
であれば、大変なことになっていただろうと思う。当
時の民衆はマヤコフスキーの詩をひとつやふたつ、
いや、彼は当時人気のポスター描きだったから、そ
のスケッチと文句は革命直後の人々の生活に浸透し
ていたであろう、そんな彼が殺された？　そんなこ
とはあってはならないことで、時代の空気に自滅し
たという物語の方がおさまりよかったのである。ご
存知の通り、やがてソビエトは崩壊した。ここでまた
考えなければならないことがあると思う。ソビエト

は自殺したのか、あるいは他殺だったのか、と。
　私がはじめて行った外国が、ペレストロイカ下の
モスクワだった。街では、私の着ていたジャンバー
はいつも引っ張られた。軍のバッジや帽子と交換し
てくれ、というのである（記憶をたどればそのジャ
ンバーは、赤色のナイキだった）。ソビエトは、その
内部から崩壊した。つまり自殺行為、自壊だという
ことは、当時のモスクワの空気を思い出しても納得
できる。
　しかしここで思い出さなければならない。マヤコ
フスキーは、『ミステリヤ・ブッフ』の出版に際して、
今後上演する場合は、その時代に合わせて改編して
欲しい、と言っている。なんということか。忘れるな、
と言われているような気がしてならない。革命の悦
びを。作者が改編を要求する貪欲さに対して、まず
は敬意を表さなければならない。そして、大事なこ
と。それ故に彼はまだ死んでいないつもりなのだ、
ということ。もっと大事なこと、今日、来てくれたみ
なさんに断っておかなければならない。これからご
覧いただく芝居は、前述したようなマヤコフスキー
の人生とはまったく関係していません。また、台詞
の順番は変更していますが、基本的には内容を書き
かえたりもしていません。原作通りにおもしろおか
しく、できるだけ滑稽につくることにつとめました。
でたらめなコントのようなものです。ですから、たく
さん笑ってください。どうかお願いします。笑うこと
は、劇に参加することにほかなりませんから。協力し
てください。みんなで、彼を、本当に殺してあげたい
のです。私たちの明後日のために。
　あなたは、沈黙するなり発言するなりしてくださ
い。でもそれは明日からにしましょう。今日は、無礼
講ですから。

口をかたくとじよう
叫び声は一つだって
ぼくの噛みしめたくちびるから漏らすものか。
（マヤコフスキー  『背骨のフルート』 小笠原豊樹  
訳）

　音楽は見えないものなのかというと、私は見える
ものだと思っている。目ではなく、耳で見る形、それ
をリズムと呼んでいる。きっと見えるという感覚は、
見えない形に対しても訪れる。

　自身が製作したオブジェを指して「これは詩であ
る」と言った日本の詩人がいる。彼は文字を「読む」
ものから「見る」ものに捉え直す様にして、いわば
「見る詩」を書く作家だった。彼にとってそのオブ
ジェとは、見える言葉であって、あるいは読めない
文字だった。

　リズムが形だとするならば、つまり、いわば見え
ないオブジェの様なものだとしたら、それは詩にな
り得るか。聴こえない言葉と見えない文字によって
空振りし続けるポエトリー。仮にそんなものがあっ
たとして、そこから意味を見出す事は恐らくできな
い。叫びだ。もし聴こえない言葉というものがある
ならば、それは叫びでしかない。
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　音楽は演劇ではない。ミステリヤ（聖史劇）がブッ
フ（喜劇）でないのと同様に。だから両者が手を取り
合って一つの作品をつくるという事は、本来危険な
行為だと思う。どちらでもない／どちらでもあるも
のを作ることは、正直しんどい。しかし、それでもや
るのは何故かというと、両者にとっての言葉、その
外からやってくるものを歓待するためだ。聴こえる
言葉と聴こえない言葉、そのどちらでもない言外の
響き。もし、この相反する両者の摩擦によって、それ
が到来するならば進んでこの危ない綱を渡りたいと
思っている。

　マヤコフスキーは笑うだろうか。笑って欲しい。
今日起きる全ての出来事を、笑い飛ばしてくれ。さ
もなくば、啖呵を切ってどやしつけろ！

くうかんげんだい
2006年、野口順哉（gt.vo）古谷野
慶輔（ba）山田英晶（dr）の3人に
より結成。編集・複製・反復・エ
ラー的な発想で制作された楽曲
を、スリーピースバンドの形態で
演奏。東京でのライブを活動の中
心としつつ、先鋭的なアーティス
ト達とのコラボレーションも積極
的に行う。2013年、地点と初の共
同作業を行い、ブレヒト作『ファッ
ツァー』を舞台化。

みうら・もとい
1973年生まれ。1999年より2年間、文
化庁派遣芸術家在外研修員としてパ
リに滞在する。2001年帰国、「地点」
の活動を本格化。2005年、京都へ拠
点を移す。2007年より〈地点による
チェーホフ四大戯曲連続上演〉に取り
組み、第3作『桜の園』にて文化庁芸
術祭新人賞受賞。2010年度京都府文
化賞奨励賞受賞、2011年度京都市芸
術新人賞など受賞多数。
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マヤコフスキー研究会第 4回「劇場実験」より 地点の発表（右も）© Matsumi Takuya

マヤコフスキー自身が描いた『ミステリヤ・ブッフ』の「清潔な人々」（上）と「不潔な人々」のスケッチ


